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19　大山林地主の成立とその形感

1
 
9
　
大
山
林
地
主
の
成
立
と
そ
の
形
態

-
　
和
歌
山
県
日
高
郡
を
対
象
と
し
て
　
-

相
　
良
　
英
　
輔

は

　

じ

　

め

　

に

大
山
林
地
主
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
研
究
は
'
こ
れ
ま
で
も
奈
良
県
青
野
地
方
へ
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
(
熊
野
地
方
)
,
三
重
県
尾
鷲

(
1
)

地
方
'
静
岡
県
天
竜
川
流
域
な
ど
を
対
象
に
し
て
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
'
山
林
地
主
の
所
有
す
る
林
業
関
係
資
料
が
今

日
ま
で
実
務
上
有
用
で
あ
る
と
い
う
特
殊
性
も
あ
っ
て
'
具
体
的
経
営
資
料
の
公
開
が
難
し
く
　
t
部
を
除
い
て
'
多
く
は
概
要
し
か
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
O
そ
れ
故
に
へ
山
林
施
主
の
研
究
に
お
け
る
今
後
の
課
題
と
し
て
は
,
山
林
集
積
を
な
さ
し
め

た
資
本
の
性
格
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
山
林
地
主
の
家
産
の
全
貌
を
知
り
う
る
経
営
簿
の
分
析
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
。

本
稿
は
'
さ
さ
や
か
な
が
ら
そ
の
課
題
に
こ
た
.
え
よ
-
と
試
み
た
も
の
で
'
和
歌
山
県
御
坊
市
に
お
い
て
材
木
問
屋
か
ら
七
三
〇
町
歩

の
山
林
地
主
に
成
長
し
た
塩
路
家
の
経
営
簿
を
分
析
し
へ
そ
の
山
林
集
積
過
程
を
み
'
さ
ら
に
山
林
投
下
資
本
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
し
た
。
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I
　
日
高
郡
の
林
業
と
御
坊
の
大
山
林
地
主

旦
局
部
は
'
竜
神
村
へ
美
山
村
の
森
林
地
帯
を
か
か
え
、
旦
南
川
口
御
坊
を
材
木
の

集
散
地
と
し
林
業
の
さ
か
ん
な
地
域
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
'
新
宮
を
材
木
の
集
散

地
に
も
つ
東
牟
範
,
田
辺
を
備
長
炭
の
集
散
地
に
も
っ
て
い
た
西
牟
若
の
林
業
研

:g>:

(
4
)

究
に
比
し
て
'
旦
南
都
の
林
業
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
o
旦
局
郡
に
お
け

る
本
格
的
な
林
業
の
発
展
は
'
静
岡
県
天
竜
地
方
、
徳
島
県
木
頭
地
方
と
同
じ
く
明
治

以
降
で
あ
る
O
特
に
杉
へ
槍
な
ど
の
造
林
は
日
清
戦
争
後
か
ら
大
正
中
期
に
か
け
て
主

に
行
わ
れ
て
い
る
o
 
L
か
し
へ
明
治
の
1
0
年
代
に
原
生
林
の
伐
採
に
よ
っ
て
、
材
木

が
旦
局
郡
の
特
産
物
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
.

第
一
表
は
'
一
八
八
二
年
(
明
治
t
五
)
へ
　
御
坊
・
旦
南
川
ロ
の
名
星
浦
に
お
け
る

移
出
入
物
晶
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
移
出
価
格
を
み
る
と
'
材
木
が
圧
倒
的
に
多
い
o

旦
南
都
は
'
薪
炭
材
へ
木
炭
も
材
木
に
劣
ら
ず
多
額
を
産
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
,
こ

れ
ら
の
多
く
は
へ
産
地
で
あ
る
竜
神
、
美
山
か
ら
直
接
田
辺
へ
送
ら
れ
,
材
木
は
旦
南

川
に
よ
っ
て
御
坊
へ
運
ば
れ
た
。
移
入
晶
の
中
で
も
っ
と
も
価
格
の
大
き
い
の
は
,
農

業
肥
料
用
の
餅
粕
で
あ
る
O
御
坊
の
港
は
、
主
に
材
木
を
移
出
し
,
鮮
粕
を
移
入
し
て

い
た
の
で
あ
り
へ
材
木
と
餅
粕
の
流
通
に
よ
っ
て
御
坊
の
商
業
資
本
の
多
く
は
成
長
し

て
い
っ
た
。

第1表1882年(明治15)日高郡名星浦移出入物晶

移　　出　　晶　　　　E　　　　移　　　入　　晶

i'lfl考　丁県統計二;こ上るO

.1 34



19　大山林地主の成立とその形態

第2表　県および日高郡における用材の生産量とその価額

(私有林のみ)

県 h) 日 高 郡 CB)

年 次 l 生 産 丑 [ 生 産 A. I 単可 生 産 量 生 産 価

1 8 9 7 C明 治 30 )

1 8 9 8 C 〝 3 1)

2 , 2 9 5 , 1 5 3

1 , 3 6 6 , 2 6 0

円

1,6 64 , 3 1 2

8 0 6 , 7 6 7 1 5 5 , 4 3 3
円

64 , 94 1

1 8 9 9 C 〟 32 ) 2 , 5 2 6 , 8 0 7 1 , 2 8 1 , 7 8 7 1 1 8 , 6 6 0 1 3 3 , 7 7 5

1 9 0 0 C 〝 3 3) 4 , 8 8 9 , 2 0 9

*

1 , 3 1 7 , 2 6 5

円 銭

8 3 ,8 7 0

*
2 6 , 4 8 6

潔
190 1 C 〝 3 4) ノ 56 9 ,6 6 8 6 0 8 , 3 6 6 1 . 0 7 ′ 4 9 ,8 0 5 4 2 , 0 4 7

.
9

1 9 0 2 C *・ 35 ) 〝 37 2, 9 9 6 6 5 2 , 5 0 0 1一7 5 47 , 6 9 9 4 8 , 0 5 8 1 3

1 9 0 3 C 〟 36 )

〝 69 6,6 6 1

5 8 7 , 2 4 9

1 . 3 6

1 1 7 , 7 1 8 2 7 , 8 5 2

2 51 9 0 4 C >r 3 7 ) 9 5 0 , 4 1 0 1 7 5 , 9 6 7 8 8 , 0 9 5

1 9 0 5 C // 3 8 ) 〝 4 4 9,4 1 4 6 2 9 , 8 3 4 1 . 4 0 3 7 , 1 0 2 7 9 , 0 8 1 8

1 9 0 6 C >' 3 9 ) 〟 5 49 ,1 6 3 9 8 0 . 7 6 9 1 . 7 9 4 5 , 7 6 7 1 1 5 , 1 0 2 S

1 9 0 7 C 〃 4 0) // 6 0 8 , 4 9 1 1 , 1 5 3 , 8 7 7 1 . 9 0 9 0 , 8 4 8 2 1 3 , 2 6 1 1 5

1 9 0 8 C '/ 4 1 ) 〝 5 8 5, 5 1 7 1 , 1 8 5 , 3 2 7 2 . 0 2 1 4 1 , 6 8 2 2 9 1 , 8 5 0 2 4

1 9 0 9 C 〝 42 ) 〟 67 3,0 1 5 1 , 5 0 8 , 7 2 7 2 . 2 4 1 2 2 , 2 5 2 2 5 4 , 3 8 2 1 8

1 9 1 0 C 〝 4 3 ) 〝 6 3 1,5 8 8 1 , 6 9 5 , 1 4 8 2 . 6 8 6 7 , 2 0 9 1 1 2 , 8 5 6 l l

1 9 1 1 C 〝 4 4 ) 〃 5 1 1,4 3 5 1 , 4 4 2 , 7 2 5 2 . 8 2 7 5 , 4 9 5 1 5 1 , 1 3 3 1 5

備考　尺〆1本-10片=1.32石, 1石-0.278m'。 『県統計』による。

435



第
二
表
は
'
県
と
日
高
郡
に
お
け
る
用
材
の
年
次
別
生
産
量
と
生
産
価
格
で
あ
る
。
日
高

郡
で
の
林
業
の
本
格
的
発
展
は
'
日
清
戦
争
を
契
機
に
し
て
お
り
へ
戦
争
に
よ
っ
て
材
木
価

格
が
急
騰
L
t
そ
の
後
も
企
業
勃
興
、
鉄
道
敷
設
な
ど
に
よ
っ
て
建
設
資
材
へ
枕
木
な
ど
の

材
木
需
要
が
増
大
し
て
高
価
格
を
維
持
し
た
。
こ
の
材
木
ブ
ー
ム
の
中
で
'
高
利
潤
を
得
た

材
木
問
屋
は
'
山
林
を
集
積
し
'
原
生
林
を
伐
採
し
て
杉
・
槍
な
ど
を
植
林
L
へ
大
正
中
期

ま
で
に
人
工
造
林
が
進
展
し
て
い
-
。
戦
後
の
不
況
の
到
来
で
材
木
需
要
は
t
時
停
滞
す
る

が
'
日
露
戦
争
を
契
機
に
再
び
増
大
し
'
さ
ら
に
第
1
次
大
戦
を
契
機
に
し
た
材
木
価
格
の

急
騰
へ
需
要
の
増
大
で
'
材
木
問
屋
=
山
林
地
主
は
確
固
た
る
地
位
を
築
く
こ
と
に
な
る
。

日
高
郡
奥
地
の
竜
神
へ
美
山
か
ら
伐
採
さ
れ
た
材
木
は
日
高
川
に
よ
っ
て
運
ば
れ
、
川
口

の
御
坊
か
ら
阪
神
方
面
へ
移
出
さ
れ
た
。
御
坊
に
は
材
木
問
屋
が
簾
生
し
'
彼
ら
の
何
人
か

は
大
山
林
地
主
に
成
長
し
て
い
っ
た
o
 
l
方
へ
研
粕
や
砂
糖
を
と
り
あ
つ
か
う
商
業
資
本
ら

も
大
山
林
地
主
に
成
長
し
て
い
っ
た
0

第
三
菱
は
'
今
日
の
御
坊
市
内
居
住
大
山
林
地
主
の
山
林
所
有
規
模
を
示
し
た
も
の
で
あ

る
。
野
村
・
薗
・
橋
本
の
三
家
は
明
治
初
・
中
期
か
ら
肥
料
敵
を
営
み
な
が
ら
耕
宅
地
の
集

環
を
お
こ
な
い
'
大
地
主
と
し
て
資
産
を
形
成
し
て
き
た
。
橋
本
家
・
野
村
家
は
他
に
砂
糖

商
を
も
営
ん
で
い
た
。
日
高
郡
は
甘
庶
の
主
要
産
地
で
'
『
和
歌
山
県
史
料
』
に
よ
る
と
,

一
八
七
七
年
(
明
治
1
0
)
の
旦
南
郡
特
有
産
物
の
価
格
は
'
木
炭
に
つ
い
で
甘
貫
が
多
い
。

こ
の
甘
煮
を
原
料
と
し
た
砂
糖
の
問
屋
を
も
橋
本
・
野
村
両
家
は
営
ん
で
い
た
。
橋
本
家
は
,

第3蓑　御坊市内大山林地主所有地別山林所有面積(1966年く昭和41))

太

i":."?-"if弧打て叫1・--:*j'.∴そ亡は台%.yjT!Lf蝣一・cSVSJ;r:.とこ上-tf-,
I-*1'二.ご
ったが,塩路家については訂正した。
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19　大山林地主の成立とその形感

t
八
九
〇
年
(
明
治
二
三
)
　
「
貴
族
院
議
員
多
額
納
税
者
互
選
人
名
簿
」
に
よ
る
と
'
直
接
国
税
納
税
額
が
県
下
で
第
二
位
で
あ
る
が
,

1
八
九
七
年
(
明
治
三
〇
)
に
は
第
1
位
に
な
り
'
九
八
五
円
を
納
め
て
い
る
o
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
地
租
で
あ
る
が
,
耕
地
所
有
規
模
は

(
5
)

T
八
八
七
年
(
明
治
二
〇
)
で
七
八
町
歩
と
な
っ
て
お
り
'
県
下
第
1
位
で
あ
る
O
野
村
家
は
㌻
八
九
七
年
(
明
治
三
〇
)
の
「
貴
族
院

議
員
多
額
納
税
者
互
選
人
名
簿
」
で
は
県
下
第
八
位
の
多
額
納
税
者
で
'
七
三
〇
円
の
直
鼓
国
税
を
納
め
て
い
る
。
耕
地
所
有
規
模
竺

八
八
七
年
(
明
治
二
〇
)
で
三
二
町
歩
で
あ
る
。
薗
家
は
江
戸
中
期
か
ら
の
廻
船
問
屋
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
が
,
1
<
八
七
年
(
明
治

二
〇
)
の
耕
地
所
有
規
模
は
一
五
町
歩
で
あ
る
。

塩
路
・
川
瀬
・
中
川
の
三
家
は
'
材
木
問
屋
と
し
て
資
産
形
成
し
て
き
た
家
で
あ
る
o
 
l
九
〇
〇
年
(
明
治
三
三
)
一
二
月
「
日
高
木

材
業
抱
合
」
が
二
名
の
整
員
で
鼠
織
さ
れ
る
が
'
上
記
三
家
は
'
明
治
・
大
正
期
の
大
山
林
地
主
上
田
金
兵
衛
家
と
共
に
有
力
聖
口

員
で
あ
る
。
上
田
金
兵
衛
家
は
槍
屋
と
号
L
t
橋
本
家
と
並
び
称
さ
れ
た
資
産
家
で
あ
る
。
幕
末
か
ら
の
材
木
商
と
し
て
知
ら
れ
,
明
治

二
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
ま
で
に
日
高
川
流
域
へ
奈
良
県
下
北
山
な
ど
の
山
林
五
〇
〇
〇
町
歩
以
上
,
耕
地
五
〇
町
歩
を
集
積
し
た
。
一

八
九
七
年
(
明
治
三
〇
)
　
「
貴
族
院
議
員
多
額
納
税
者
互
選
人
名
簿
」
に
よ
る
と
'
橋
本
家
に
つ
い
で
県
下
第
二
位
の
多
額
納
税
者
で
あ

る
。
し
か
し
昭
和
初
期
の
不
況
期
を
経
て
七
年
に
山
林
の
ほ
と
ん
ど
皇
冗
却
し
た
O
中
川
家
は
こ
の
時
そ
の
一
部
を
購
入
し
,
大
山
林
地

主
と
し
て
の
地
位
を
築
い
た
。
川
瀬
家
は
1
九
1
0
年
(
明
治
四
三
)
に
八
五
〇
町
歩
の
山
林
を
購
入
し
て
大
山
林
地
主
と
な
っ
た
.
塩

路
家
は
肥
料
商
・
材
木
商
を
営
ん
で
資
産
を
形
成
し
'
1
八
九
七
年
(
明
治
三
〇
)
に
は
当
主
彦
七
は
初
代
御
坊
町
長
に
な
っ
て
い
る
。

塩
路
家
は
日
清
戦
争
直
後
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
山
林
の
集
積
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
,
材
木
問
屋
経
営
と
共
に
の
ち
詳
述
す
る
。

こ
の
よ
う
に
'
材
木
問
屋
か
ら
山
林
地
主
へ
成
長
し
て
い
-
の
は
一
つ
の
典
型
的
形
態
で
あ
る
が
'
材
木
問
屋
は
伐
木
の
販
売
を
通
し

て
山
元
へ
の
影
響
を
強
め
て
い
っ
た
。
特
に
問
星
の
前
貸
制
に
依
存
す
る
専
業
の
伐
出
業
者
-
仕
出
人
に
対
し
て
は
,
そ
の
資
本
力
を
背

(
6
)

景
に
支
配
を
貴
化
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
1
九
〇
〇
年
(
明
治
三
三
)
に
鼠
放
さ
れ
た
「
日
高
木
材
業
鼠
合
」
の
「
規
約
」
と
「
抱
合
内
規
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約
」
か
ら
材
木
問
星
の
性
格
を
衣
へ
　
さ
ら
に
材
木
問
星
と
仕
出
人
と
の
関
係
を
も
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
o
組
合
は
筏
流
の
た
め
の
川

の
破
石
へ
筏
繋
留
場
の
新
設
や
修
繕
ど
な
の
共
同
出
資
も
重
要
な
任
務
と
し
た
が
'
「
規
約
」
は
仕
出
人
統
制
を
最
も
重
視
し
て
い
る
。

「
規
約
」
　
の
一
九
条
で
I
 
r
他
の
抱
合
員
巳
に
仕
入
の
契
約
を
為
し
又
は
売
買
の
契
約
有
る
も
の
に
対
し
て
は
更
に
仕
入
又
は
売
買
の
契

約
を
為
す
こ
と
を
得
ず
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
仕
出
人
が
複
数
の
材
木
問
星
と
坂
り
引
き
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り

仕
出
人
は
常
に
定
ま
っ
た
材
木
問
屋
と
の
聴
り
引
き
を
強
い
ら
れ
た
.
そ
し
て
材
木
の
敢
り
引
き
は
仕
出
人
か
ら
材
木
問
星
へ
の
委
託
販

売
の
形
態
に
な
り
'
仕
出
人
の
立
場
を
弱
め
た
。
さ
ら
に
莫
大
な
資
本
を
要
す
る
仕
出
人
の
伐
り
出
し
が
'
多
く
問
屋
の
前
貸
制
に
依
存

し
て
い
た
た
め
へ
当
然
問
屋
の
仕
出
人
へ
の
支
配
は
去
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
仕
出
人
は
山
元
で
の
有
力
者
で
あ
る
場
合
が
多
く
へ
　
問

屋
は
仕
出
人
を
通
し
て
山
元
へ
の
影
響
を
去
め
た
O

次
に
「
抱
合
内
規
約
」
を
み
て
み
た
い
0
第
1
条
に
「
仕
出
人
よ
り
直
接
抱
合
外
の
著
へ
仕
出
木
材
の
売
却
を
為
し
た
る
と
き
は
'
組

合
員
は
共
著
に
対
し
て
1
切
坂
引
を
拒
絶
す
る
も
の
と
す
」
と
あ
る
.
抱
合
負
と
坂
り
引
き
し
て
い
る
仕
出
人
が
、
第
三
者
で
あ
る
山
林

地
主
の
立
木
の
伐
り
出
し
を
扱
っ
た
場
合
で
も
そ
の
材
木
を
抱
合
員
外
の
者
と
坂
り
引
き
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
0
第
二
条
で
は
'
抱
合
を

通
さ
ず
に
直
接
仕
出
人
よ
り
材
木
を
購
入
す
る
第
三
者
が
い
た
場
合
へ
鼠
合
員
は
1
切
そ
の
者
と
の
坂
り
引
き
を
拒
否
す
る
と
し
て
い
る
o

さ
ら
に
第
三
条
で
は
へ
　
そ
の
第
三
者
と
関
係
し
た
「
船
方
」
と
の
簸
り
引
き
を
も
中
止
し
'
同
じ
く
そ
の
「
仲
仕
人
夫
」
　
の
雇
用
も
し
な

い
と
い
う
.
こ
う
し
た
厳
し
い
規
制
に
よ
っ
て
へ
材
木
が
抱
合
=
材
木
問
屋
を
通
し
て
散
り
引
き
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
0
第
1
四
条
で
は

「
抱
合
具
は
仕
出
人
よ
り
送
付
し
来
り
た
る
木
材
を
他
へ
売
却
し
た
る
と
き
は
該
材
木
手
数
料
と
し
て
仕
入
材
に
付
い
て
は
金
高
百
分
ノ

十
へ
仕
入
な
き
材
木
に
付
て
は
金
高
百
分
ノ
五
を
徴
収
す
る
も
の
と
す
」
と
あ
る
。
材
木
問
屋
が
山
元
で
仕
入
れ
た
立
木
を
仕
出
人
が
送

付
し
て
き
た
場
合
の
問
星
口
銭
は
一
割
で
'
第
三
者
の
材
木
の
問
屋
口
銭
は
五
分
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
O
問
屋
口
銭
の
率
も
抱
合

で
定
め
た
の
で
あ
る
。
第
一
六
条
で
は
'
「
伐
賃
」
へ
「
出
し
人
夫
賃
」
へ
「
放
棄
下
賃
」
へ
「
挽
賃
」
'
「
流
木
留
賃
」
へ
「
仲
仕
人
夫
賃
」
'
「
運
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貸
」
な
ど
も
臨
時
協
議
の
う
え
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
る
o
材
木
問
屋
が
直
営
で
伐
り
出
し
を
す
る
場
合
に
雇
用
す
る
林
業
労
働
者
全
般

の
賃
金
も
鼠
合
に
よ
っ
て
協
議
さ
れ
た
.
第
1
八
桑
で
は
'
第
三
者
が
材
木
売
買
に
つ
い
て
組
合
員
に
木
主
を
斡
旋
し
,
売
買
契
約
が
成

立
し
た
場
合
へ
第
三
者
の
口
銭
は
契
約
高
の
二
分
と
し
て
い
る
。

仕
出
人
は
山
元
で
山
林
労
働
者
を
紅
絶
す
る
こ
と
の
で
き
る
有
力
者
で
あ
っ
た
が
'
伐
り
出
し
に
は
莫
大
な
資
金
を
要
し
た
た
聖
材

木
問
屋
か
ら
の
前
貸
制
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
第
一
九
条
で
は
'
仕
出
人
に
対
す
る
仕
入
貸
与
金
の
利
息
は
一
か
月
一
分
七
厘

と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
次
に
「
仕
出
人
抱
合
」
の
性
格
を
み
て
み
た
い
。
竜
神
村
に
合
併
す
る
以
前
の
上
山
路
・
中
山
路
・
下
山
路
・
竜
神
の
四
か

村
と
'
美
山
村
に
合
併
す
る
前
の
寒
川
村
の
計
五
か
村
の
木
材
仕
出
人
1
九
人
で
鼠
放
し
て
い
る
「
山
路
木
材
仕
出
大
聖
ロ
」
は
,
一
九

〇
五
年
(
明
治
三
八
)
一
〇
月
「
規
約
」
を
制
定
し
へ
そ
の
第
五
条
で
は
必
要
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
件
に
つ
い
て
は
協
定
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

二
木
材
柚
賃
及
出
シ
日
雇
賃
へ
筏
乗
賃
等
ノ
標
準
価
格
ヲ
定
ム
ル
コ
ト

t
t
労
働
者
雇
人
ノ
際
注
意
ス
へ
キ
要
件

二
　
流
木
板
締
-
ニ
関
ス
ル
件

1
'
日
高
川
口
問
屋
業
者
ト
諸
種
ノ
規
約
ヲ
結
フ
件

1
'
其
他
必
要
ナ
ル
事
項

以
上
で
あ
る
o
ま
た
へ
既
定
事
項
と
し
て
'
第
一
に
仙
人
及
び
出
し
日
雇
と
も
元
抱
え
主
の
承
諾
な
し
に
使
用
し
な
い
こ
と
,
第
二
に
仕

出
し
人
へ
問
屋
業
者
と
も
川
筋
に
お
い
て
流
木
の
節
へ
追
極
印
ま
た
は
伐
り
判
等
一
切
し
て
は
な
ら
な
い
、
第
三
に
,
仕
出
人
は
日
高
川

口
に
お
い
て
仕
出
し
木
材
を
問
屋
業
者
を
通
さ
な
い
で
小
売
し
て
は
な
ら
な
い
'
第
四
に
'
問
屋
業
者
は
山
方
に
お
い
て
伐
採
山
お
よ
び
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山
主
の
製
材
等
を
仕
出
人
を
通
さ
ず
直
接
買
い
載
る
こ
と
は
で
き
な
い
へ
但
し
す
で
に
着
手
中
の
も
の
は
こ
の
限
り
で
な
い
t
と
し
て
い

る
0
第
四
の
問
屋
業
者
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
は
'
「
規
約
」
第
六
条
で
抱
合
鼠
織
を
背
景
に
問
屋
に
同
意
の
署
名
を
求
め
る
こ
と
に
し

て
い
る
。
「
規
約
」
は
仕
出
人
自
ら
の
地
位
を
守
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
'
組
合
組
織
を
統
制
す
る
と
同
時
に
、
材
木
問
屋
に
仕
出
人

の
仕
事
を
お
ぴ
や
か
す
こ
と
の
な
い
よ
う
要
求
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

大
山
林
地
主
の
性
格
を
論
じ
て
'
材
木
問
星
と
仕
出
人
に
言
及
し
て
き
た
。
木
材
の
伐
り
出
し
に
は
莫
大
な
資
本
を
必
要
と
す
る
。
材

木
問
星
は
そ
の
資
本
力
を
背
景
に
仕
出
人
な
ど
を
通
し
て
し
だ
い
に
山
元
へ
の
影
響
を
強
聖
山
林
集
積
の
契
機
を
つ
か
ん
だ
.
か
く
て

材
木
問
星
か
ら
大
山
林
地
主
へ
の
成
長
は
1
つ
の
典
型
的
な
コ
ー
ス
と
な
っ
た
の
で
あ
る
.

そ
れ
で
は
次
に
塩
路
家
を
例
に
材
木
問
屋
の
山
林
集
審
過
程
を
み
ち
さ
ら
に
材
木
問
星
と
し
て
の
経
営
の
実
態
を
み
て
み
た
い
O

二
　
塩
路
家
の
山
林
集
積
過
程

御
坊
市
の
代
表
的
大
山
林
地
主
塩
路
家
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
は
t
九
〇
二
年
(
明
治
三
五
)
か
ら
一
九
一
九
年
(
大
正
八
)
ま
で
の

も
の
で
あ
る
.
し
た
が
っ
て
一
九
〇
二
年
(
明
治
三
五
)
以
前
の
塩
路
家
の
山
林
集
環
過
程
を
詳
細
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
o
今
日
の

塩
賂
家
は
明
治
維
新
前
後
に
彦
兵
衛
か
ら
分
家
し
た
彦
七
が
初
代
で
あ
る
。
本
家
彦
兵
衛
は
二
八
四
〇
年
(
天
保
〓
)
の
資
料
に
旦
局

部
紀
星
惣
代
と
し
て
で
て
-
る
O
近
世
に
お
け
る
紀
州
紀
糸
は
五
戟
内
木
綿
歳
の
多
-
が
こ
れ
を
用
い
る
ほ
ど
の
産
物
で
あ
っ
た
が
,
な

(
7
)

か
で
も
旦
南
郡
の
紀
系
は
京
都
で
は
本
座
総
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
紀
州
諸
郡
中
で
も
群
を
ぬ
-
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
旦
南
郡
の
紀
糸
は

明
治
1
0
年
代
に
安
い
洋
糸
の
輸
入
に
よ
っ
て
表
徴
し
た
。
総
糸
の
衰
微
す
る
以
前
に
彦
兵
衛
か
ら
分
家
し
た
彦
七
は
,
相
当
の
財
産
分

与
を
受
け
た
と
お
も
わ
れ
る
が
'
明
治
三
〇
年
代
に
は
肥
料
・
材
木
を
扱
う
有
力
商
人
と
な
っ
て
い
る
二
八
九
七
年
(
明
治
三
〇
)
に

は
'
御
坊
町
初
代
町
長
に
な
っ
て
い
る
か
ら
'
す
-
な
-
と
も
明
治
二
〇
年
代
に
は
す
で
に
御
坊
に
お
け
る
有
力
資
産
家
で
あ
っ
た
と
お
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も
わ
れ
る
。
一
九
〇
〇
年
(
明
治
三
三
)
四
月
に
は
'
御
坊
の
有
力
資
産
家
野
村
又
兵
衛
・
蘭
書
太
夫
・
川
瀬
九
助
・
崎
山
藤
次
郎
ら
五

(

ォ

0

名
で
日
高
肥
料
合
名
会
社
を
設
立
し
て
い
る
。
資
本
金
三
万
円
(
の
ち
六
万
円
)
で
あ
っ
た
。
し
か
し
塩
路
家
は
数
年
後
に
は
こ
の
会
社

か
ら
手
を
引
い
て
い
る
O
そ
し
て
三
〇
年
代
後
半
か
ら
材
木
商
を
専
ら
と
し
て
資
本
蓄
積
し
な
が
ら
や
が
て
大
山
林
地
主
と
な
っ
て
い
っ

た
。
彦
七
は
1
八
四
三
年
(
天
保
t
四
)
　
こ
ろ
の
生
ま
れ
で
t
 
I
九
三
〇
年
(
昭
和
五
)
投
し
て
い
る
が
'
彼
に
よ
っ
て
材
木
問
屋
の
事

業
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
1
1
九
〇
七
年
(
明
治
四
〇
)
　
こ
ろ
ま
で
で
'
そ
の
後
は
1
八
七
八
年
(
明
治
〓
)
生
ま
れ
の
三
男
淳
之
助
が

受
け
つ
い
で
い
る
。
彦
七
の
事
業
は
'
立
木
の
伐
採
へ
放
出
・
託
送
を
す
べ
て
伐
採
人
へ
仕
出
人
に
請
け
負
わ
す
方
法
を
と
っ
て
い
る
。

し
か
し
淳
之
助
は
こ
れ
を
す
べ
て
直
営
で
お
こ
な
う
よ
う
に
し
た
O
一
九
〇
七
年
(
明
治
四
〇
)
に
は
彼
は
田
端
春
三
・
田
端
昇
平
ら
と
株

(
9
)

式
会
社
日
高
製
材
所
を
資
本
金
一
〇
万
円
で
設
立
し
'
製
材
事
業
も
手
が
け
て
い
る
。

今
日
塩
路
家
の
山
林
所
有
規
模
は
'
竜
神
村
殿
垣
内
(
小
口
と
小
森
)
に
二
三
〇
町
歩
へ
　
同
村
小
又
川
に
三
1
0
町
歩
、
美
山
村
川
上

の
妹
尾
山
堅
一
〇
〇
町
歩
'
合
計
七
四
〇
町
歩
で
あ
る
。
こ
れ
ら
山
林
の
集
積
過
程
と
植
林
状
況
を
み
る
た
め
に
第
四
表
、
第
五
表
を
掲

げ
た
。
塩
路
家
が
最
初
に
購
入
し
た
山
は
芙
山
村
川
上
添
ノ
川
(
妹
尾
山
)
の
五
四
町
歩
で
'
1
八
九
六
年
(
明
治
二
九
)
ま
で
に
購
入

し
'
翌
年
か
ら
植
林
を
は
じ
め
て
い
る
。
年
々
少
し
ず
つ
原
生
林
を
伐
採
し
な
が
ら
そ
の
跡
に
杉
・
槍
を
植
林
し
て
い
っ
た
も
の
と
お
も

わ
れ
る
0
　
1
九
t
三
年
(
大
正
二
)
に
植
林
を
終
え
て
い
る
が
'
1
町
歩
当
た
り
六
〇
〇
〇
本
の
植
林
と
す
る
と
へ
少
な
い
年
は
1
九
1

三
年
(
大
正
二
)
　
の
二
町
歩
た
ら
ず
'
多
い
年
は
一
九
一
〇
年
(
明
治
四
三
)
へ
　
二
二
町
歩
に
植
林
し
て
い
る
。
1
九
〇
二
年
(
明
治
三

五
)
　
に
は
同
村
川
上
花
尻
に
1
二
五
町
歩
の
山
林
を
購
入
'
1
九
〇
四
年
(
明
治
三
七
)
　
か
ら
杉
・
槍
の
植
林
を
は
じ
め
、
1
九
1
六
年

(
大
正
五
)
　
に
終
え
て
い
る
。
八
1
万
本
の
植
林
は
一
町
歩
当
た
り
六
五
〇
〇
本
と
な
る
o
 
t
九
〇
九
年
(
明
治
四
二
)
か
ら
1
九
一
四

午
(
大
正
三
)
ま
で
に
も
っ
と
も
多
-
植
林
し
'
少
な
-
て
も
1
0
町
歩
へ
多
い
年
は
二
〇
町
歩
に
植
林
し
て
い
る
。

美
山
村
川
上
の
二
〇
〇
町
歩
の
植
林
に
よ
っ
て
塩
賂
家
は
大
山
林
地
主
の
基
礎
を
築
い
た
.
は
じ
め
て
山
林
を
購
入
し
た
-
八
九
六
年

441



第4裏　塩路家年次別所有山林評価額

年　　　次 桓有山林評価額L 主　な　購　入　山　林

年

1896C明治29)

1897C　〝　30)

;:33(//36)5

4(//37)8岩ilZ霊l___

1905C　〝　38)

1906C　〟　39)

1907( 〝　40)6月

1908C　〝　41) 〟

ll, 570

12, 000

1909C　〝　42) 〟

1910C　〃　43) 〟

20, 000

25, 000

1911C 〟 44) 〟

1912C大正元) 9月

38, 400

52, 708

56, 692

62, 743

町

中津村船津12
町

川辺町岩野　6

竃神村殿垣内地上権5か所

・小又川共有株413㌔普
町反畝

〝　上道　2.5.1

○ 〝小又JI監ヒ権340
0川上花尻12 (1,521)

m*

s
^
k
:

ヽ
-
ノ
　
ヽ
-
ノ

2

　

3

〃

　

　

〃

rut3

　

4

1

　

1

a
>
　
a
>

1

 

1 町反畝　　　　　　町反

1915C // 4),6月

1916C　〝　5)

○竜神小口　7.4.9　　同小森4.5

町歩

○竜神小森　30
町反

"小口3-5(聖曹) 。町歩

09月竜神小口　200 (122,400)

1916C　〟　6)

1918C　〝　7)3月

1919C　〝　8)1月

1920C　〝　9)

109, 543

142, 218

町歩

○川上添ノ川101924( 〟 13)

備考l竜神小又川共有枇1918年(大正7)篭ととな。,その評欄は
23,000円となっている。しかし,これは1957年(昭和32)売却する。
2 1912年(大正元)より購入しはじめる竜神小又川340町歩の地上権
は1957年(昭和32)切れるが,この時地所と、も買い取る。
3　0印の山林は現在も所有している.
4　「資産負辞表」・「資産年計表」による。
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(
明
治
二
九
)
と
い
う
と
'
日
清
戦
争
を
契
機
に
し
て
材
木
価
格
が
急
騰
L
t
材
木
問
屋
は
大
き
な
利
益
を
得
た
時
で
あ
る
。
塩
路
家
は

こ
の
時
に
得
た
利
益
で
川
上
の
山
林
を
購
入
し
た
O
は
じ
め
こ
の
山
林
は
1
族
の
中
川
勝
平
と
共
有
で
あ
っ
た
が
'
一
九
一
五
年
(
大
正

四
)
　
に
は
塩
賂
家
が
中
川
家
の
共
有
分
を
も
買
収
し
た
。

一
九
〇
二
年
(
明
治
三
五
)
以
降
材
木
問
屋
業
は
不
振
に
陥
っ
て
い
た
が
'
一
九
〇
四
年
(
明
治
三
七
)
二
月
の
日
露
戦
争
勃
発
を
契

為
に
へ
　
低
迷
し
て
い
た
材
木
の
価
格
が
上
昇
し
て
'
塩
路
家
も
再
び
隆
盛
に
お
も
む
く
。
明
治
四
〇
年
代
に
な
っ
て
美
山
村
川
上
の
植
林

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
'
1
九
〇
八
年
(
明
治
四
一
)
　
か
ら
は
山
林
資
産
評
価
額
も
徐
々
に
増
大
し
'
1
九
1
　
7
年
(
明
治
四
四
)
　
に
は
、
1

九
〇
四
年
(
明
治
三
七
)
　
の
倍
に
な
っ
て
い
る
0
　
1
九
二
年
(
明
治
四
四
)
ま
で
に
新
た
に
購
入
し
た
立
木
と
し
て
は
、
莫
山
村
船
津

に
1
二
町
歩
、
川
辺
町
岩
野
に
六
町
歩
'
竜
神
村
殿
垣
内
地
上
権
五
カ
所
(
評
価
墾
二
〇
〇
〇
円
)
へ
小
又
川
共
有
株
四
口
半
(
評
価
領
三
六

〇
〇
円
)
な
ど
で
あ
る
。

1
九
1
二
年
(
大
正
元
)
と
翌
年
に
は
'
今
日
所
有
し
て
い
る
竜
神
小
又
川
三
1
0
町
歩
の
1
部
の
地
上
権
を
入
手
し
て
い
る
.
地
上

権
の
期
間
は
一
九
〇
九
年
(
明
治
四
二
)
を
起
年
に
五
〇
年
間
へ
あ
る
い
は
樹
木
一
代
と
な
っ
七
お
り
地
代
は
氏
展
の
と
き
樹
木
価
格
の

三
割
と
な
っ
て
い
る
.
地
上
権
は
そ
の
後
徐
々
に
拡
大
し
て
三
1
0
町
歩
す
べ
て
を
入
手
へ
地
上
権
の
期
限
の
切
れ
る
1
九
五
八
年
(
昭

和
三
二
)
へ
　
地
所
と
も
買
い
入
れ
て
い
る
。

一
九
一
四
年
(
大
正
三
)
に
は
第
一
次
大
戦
が
勃
発
し
'
日
本
の
企
業
活
動
が
活
発
化
す
る
中
で
材
木
の
需
要
も
増
大
し
'
一
九
二
ハ

午
(
大
正
五
)
か
ら
は
材
木
の
価
格
も
高
騰
L
へ
材
木
ブ
ー
ム
の
中
で
塩
路
家
は
莫
大
な
利
益
を
あ
げ
る
。
そ
し
て
t
九
1
七
年
(
大
正

六
)
に
は
竜
神
殿
垣
内
小
森
に
三
〇
町
歩
の
山
林
を
買
い
入
れ
へ
　
1
九
t
九
年
(
大
正
八
)
に
は
竜
神
殿
垣
内
小
口
に
二
〇
〇
町
歩
を
入

手
す
る
。
こ
の
外
へ
購
入
し
た
山
林
で
短
期
間
の
-
ち
に
売
却
し
て
い
っ
た
も
の
も
多
い
.
1
九
t
八
年
(
大
正
七
)
の
主
な
山
林
資
産

評
価
額
の
明
細
を
示
す
と
第
六
裏
の
よ
う
に
な
る
。

別IB



19　大山林地主の成立とその形憩

以
上
の
よ
う
に
、
塩
路
家
の
今
日
の
所
有
山
林
で
あ
る
美
山
村
川

上
の
二
〇
〇
町
歩
へ
竜
神
村
中
又
川
の
三
1
0
町
歩
へ
同
村
殿
垣
内

小
森
'
小
口
の
二
三
〇
町
歩
は
一
九
1
九
年
(
大
正
八
)
ま
で
に
集

積
し
た
も
の
で
あ
る
O

三
　
塩
路
家
材
木
の
搬
出
と
流
送

塩
路
家
の
資
本
蓄
積
は
'
主
に
材
木
問
屋
の
経
営
に
よ
っ
て
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
o
塩
路
家
の
関
与
し
た
材
木
の
流
通
過
程
を
み
る

と
'
ま
ず
第
1
に
立
木
所
有
者
か
ら
の
立
木
の
購
入
へ
第
二
に
伐
採
へ

第
三
に
材
木
の
搬
出
へ
流
送
へ
第
四
に
材
木
の
市
場
問
屋
へ
の
販
売

と
大
き
く
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
三
の
材
木
の
搬
出
へ
流
送
に
つ

い
て
は
'
そ
れ
を
請
け
負
う
仕
出
人
と
の
契
約
書
が
四
例
あ
る
の
で
'

ま
ず
具
体
的
な
材
木
の
搬
出
へ
流
送
の
形
態
を
み
て
み
ょ
う
.

第
1
例
は
'
1
九
〇
五
年
(
明
治
三
八
)
　
1
0
月
二
九
日
付
の

「
材
木
山
出
し
受
負
約
定
証
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
材
木
問
屋
塩
路
家

と
搬
出
請
負
人
-
仕
出
人
三
人
と
の
契
約
で
あ
る
。
契
約
内
容
は
'

竜
神
小
又
川
奥
の
中
ノ
河
よ
り
上
流
お
よ
び
東
ノ
河
で
伐
採
し
た
材

木
二
万
片
目
尺
〆
1
万
t
〇
〇
〇
本
目
一
万
四
五
二
〇
石
を
小
又

第6表　塩路家1918年(大正7)の主な所有山林面積とその評価額

面　積l評価可　備　　　考山林の所在

川辺町矢田若野
町反 畝
7. 9. 8 .

円
2,7 94

薪炭林 戦後売却〝 〝 入野 1. S. 7 . 657

〝 早蘇 51. 15, 300

莫山村川上 181 . 3. 6 . 21,400

竜神村下山路 1 . 1. 4 . 2, 650 1 919年 (大正 8 ) 売却

〝 広井原 10 . 4. 4 . 6,200 ほとんど1920年(大正 9 )売却

〟 小又川地上権 310 . 2,500 19 19年 (大正 8 ) 評価額

8 ,200円〝 〝 共有地

" 湯布

" 殿垣内大谷 l率漸

〟 〝 小 口 .小森

23,000

3,000

3,200

7,000

〝 34 ,50 0円

1,842　薪炭柵後売却莫山村般津　　　　　　　12. 2. 8.

備考　「資産年計衷」・「資産山林台帳」による。
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19　大山林地主の成立とその形腰

川
川
口
土
場
に
、
一
九
〇
六
年
(
明
治
三
九
)
九
月
三
〇
日
ま
で
に
搬
出
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
二
万
片
の
材
木
の
搬
出
は
'
大

規
模
な
事
業
で
あ
り
'
三
人
の
仕
出
人
が
そ
れ
ぞ
れ
相
当
の
搬
出
人
夫
を
使
っ
て
1
年
か
か
る
。
請
負
賃
金
は
片
に
つ
き
七
銭
と
な
っ
て

お
り
'
合
計
七
七
〇
〇
円
の
搬
出
費
で
あ
る
が
'
破
損
減
木
が
五
%
程
度
み
こ
ま
れ
る
か
ら
実
質
七
三
一
五
円
の
搬
出
費
に
な
る
。
搬
出

に
要
す
る
河
の
改
修
・
破
石
へ
そ
の
他
に
か
か
る
一
切
の
費
用
は
請
負
著
の
負
担
で
あ
る
。
搬
出
料
は
土
場
へ
搬
出
し
た
後
に
勘
定
し
て

支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
途
中
へ
臨
時
に
必
要
な
費
用
が
入
用
の
場
合
へ
問
屋
側
の
監
督
人
の
必
要
と
認
め
る
範
囲
内
で
支
払
う
。

材
木
寸
検
に
お
い
て
は
'
山
元
で
の
尺
材
数
か
ら
破
損
も
し
-
は
残
し
木
を
引
き
去
り
'
残
余
の
材
木
に
対
し
賃
金
計
算
す
る
。
ま
た
、

仕
出
人
は
搬
出
中
へ
仕
出
人
の
「
利
便
」
の
た
め
に
問
屋
側
監
督
の
命
令
す
る
こ
と
に
は
服
従
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
細
則
に
つ
い
て
は
,

T
九
〇
六
年
(
明
治
三
九
)
　
1
月
ま
で
に
さ
ら
に
協
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
へ
そ
の
細
則
を
み
る
こ
と
が
で
き
ず
'
く
わ
し
い
こ

と
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
例
は
t
 
t
九
〇
八
年
(
明
治
四
1
年
)
二
月
四
日
契
約
の
「
材
木
出
し
方
請
負
契
約
証
書
」
で
あ
る
。
こ
の
契
約
書
に
よ
れ
は
材

木
は
竜
神
の
五
首
原
古
川
山
に
お
け
る
塩
路
家
の
伐
木
尺
〆
1
万
1
0
0
0
本
で
'
こ
れ
を
古
川
口
土
場
所
(
本
川
筋
)
ま
で
搬
出
す
る

も
の
で
あ
る
o
搬
出
に
お
け
る
木
馬
道
お
よ
び
古
川
谷
内
川
造
り
の
費
用
は
塩
路
家
の
負
担
と
し
へ
そ
の
他
の
搬
出
に
か
か
る
1
切
の
費

用
は
仕
出
人
の
負
担
で
あ
る
。
投
出
期
間
は
'
同
年
旧
正
月
よ
り
旧
八
月
ま
で
の
八
か
月
間
で
あ
り
'
材
木
は
四
月
三
〇
日
ま
で
に
す
べ

て
令
内
(
木
谷
筋
)
へ
そ
ろ
え
へ
　
八
月
三
〇
日
ま
で
に
古
川
口
土
場
ま
で
運
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
o
　
搬
出
人
夫
は
毎
日
1
0
0
人
以
上

使
役
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
検
尺
し
た
伐
木
尺
〆
数
の
う
ち
へ
　
三
%
か
ら
七
%
は
搬
出
に
よ
る
破
損
(
商
品
と
な
ら
な
い
材
木
)
と
し
て
総
尺

〆
数
よ
り
除
去
し
'
残
余
尺
〆
数
に
お
い
て
'
尺
〆
1
本
に
1
円
の
請
負
賃
金
と
な
っ
て
い
る
.
減
木
の
率
の
決
定
は
'
本
主
側
が
仕
出

人
の
事
業
の
方
法
と
成
渡
を
考
慮
し
て
見
込
み
で
決
定
す
る
〇
五
%
の
減
木
と
す
る
と
へ
一
万
四
五
〇
円
の
搬
出
費
に
な
る
。
仕
出
人
へ

の
搬
出
賃
金
の
支
払
い
は
'
二
月
か
ら
七
月
ま
で
に
月
々
へ
　
1
五
〇
〇
円
へ
八
〇
〇
円
へ
一
五
〇
〇
円
へ
　
1
五
〇
〇
円
,
二
三
〇
〇
円
,
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五
〇
〇
円
と
支
払
い
へ
搬
出
の
終
了
す
る
八
月
末
日
に
残
額
精
算
す
る
。
搬
出
中
へ
仕
出
人
は
材
木
の
損
傷
を
防
ぐ
た
め
に
は
木
主
側
監

督
人
の
指
揮
に
服
従
せ
ね
ば
な
ら
な
い
o
ま
た
、
仕
出
人
は
請
負
契
約
の
保
証
金
と
し
て
八
〇
〇
円
を
木
主
に
支
払
い
、
事
業
終
了
ま
で

据
置
い
て
'
万
1
契
約
違
反
を
し
た
場
合
へ
保
証
金
は
木
主
が
没
収
す
る
こ
と
t
に
な
っ
て
い
る
。

第
三
例
は
'
一
九
〇
九
年
(
明
治
四
二
)
　
7
0
月
契
約
の
「
材
木
運
材
請
負
契
約
証
書
」
　
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
川
上
村
(
現
在
美
山

村
に
合
併
)
上
初
湯
川
妹
尾
及
び
添
ノ
川
の
伐
木
尺
〆
三
〇
〇
〇
本
を
日
高
川
口
御
坊
ま
で
搬
出
・
流
送
(
本
川
で
の
川
狩
)
す
る
契
約
で

あ
る
。
尺
〆
は
長
さ
一
丈
四
尺
を
二
間
へ
七
尺
五
寸
以
上
を
一
間
と
み
な
し
て
計
算
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
期
間
は
同
年
一
〇
月
か
ら

翌
年
三
月
二
〇
日
ま
で
と
し
へ
運
材
賃
金
は
尺
〆
一
本
に
つ
き
1
円
七
〇
銭
で
あ
る
O
そ
の
支
払
い
方
法
は
、
着
手
金
三
〇
〇
円
へ
本
川

土
場
ま
で
の
谷
内
の
搬
出
工
程
を
四
工
程
に
分
け
へ
一
工
程
の
搬
出
が
終
わ
る
ご
と
に
五
〇
〇
円
へ
六
〇
〇
円
へ
六
〇
〇
円
'
七
〇
〇
円

と
支
払
い
'
そ
の
後
の
流
送
工
程
も
'
串
本
へ
川
原
河
へ
小
釜
本
へ
船
津
へ
御
坊
ま
で
の
五
工
程
に
わ
け
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
工
程
ま
で
の
流

送
が
終
わ
る
ご
と
に
'
四
〇
〇
円
、
二
〇
〇
円
へ
　
二
〇
〇
円
へ
六
〇
〇
円
を
支
払
い
へ
最
後
の
御
坊
で
の
支
払
い
金
額
を
未
定
に
し
て
調

整
し
た
。
旦
南
川
本
川
を
管
流
で
な
く
筏
流
に
し
た
場
合
へ
賃
金
は
尺
〆
一
本
に
つ
き
一
円
七
五
銭
で
、
管
流
よ
り
五
銭
高
く
し
て
い
る
。

材
木
の
山
藩
の
時
'
請
負
人
は
木
主
側
の
監
督
人
の
立
ち
会
い
を
求
め
へ
　
山
内
に
1
本
も
材
木
を
残
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
勿
論
の
こ

と
へ
隼
不
材
木
を
損
蕩
し
な
い
よ
-
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
o
谷
内
で
残
木
が
あ
っ
た
場
合
へ
木
主
は
尺
〆
t
本
に
つ
き
一
円
の
違
約
金

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
0
御
坊
ま
で
の
運
材
中
に
生
ず
る
一
切
の
事
故
お
よ
び
弁
隈
損
害
金
等
は
す
べ
て
請
負
人
の
責
任
で
あ
る
O

谷
内
の
出
材
を
終
わ
っ
た
材
木
の
う
ち
'
沈
み
重
木
で
流
送
不
可
能
な
も
の
は
、
木
主
の
承
諾
を
得
て
7
定
の
場
所
に
揚
げ
置
か
ね
ば
な

ら
な
い
O
こ
の
場
合
へ
谷
内
出
材
費
と
し
て
尺
〆
t
本
に
つ
き
一
円
を
支
払
う
O
し
か
し
日
高
川
本
川
を
管
流
で
な
く
放
流
に
し
て
残
木

が
出
た
場
合
の
谷
内
出
材
費
は
尺
〆
一
本
に
つ
き
五
〇
銭
で
あ
る
。
谷
内
で
の
出
材
は
'
着
手
の
日
か
ら
毎
日
四
〇
人
以
上
の
人
夫
を
使

用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
'
出
材
期
限
が
守
ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
へ
木
主
は
人
夫
の
人
数
に
干
渉
し
な
い
。
こ
の
外
へ
筏
を
鼠
む
時

448
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Jlん

の
用
具
で
あ
る
7
.
ハ
網
、
ア
+
I
,
筏
は
木
主
が
無
料
貸
与
し
'
銑
(
か
す
が
い
)
に
つ
い
て
は
有
料
貸
与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
.
仕
出

人
が
木
主
に
あ
す
け
置
く
契
約
保
証
金
は
1
0
0
0
円
で
'
契
約
違
反
が
あ
っ
た
場
合
こ
れ
は
没
収
さ
れ
'
ま
た
精
算
終
了
時
に
請
負
人

に
負
債
が
生
じ
た
場
合
は
こ
の
保
証
金
で
充
当
L
へ
　
そ
れ
が
不
足
の
時
は
も
ち
ろ
ん
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

第
四
例
は
、
1
九
〇
七
年
(
明
治
四
〇
)
旧
六
月
1
八
日
契
約
の
「
材
木
管
流
請
負
契
約
証
書
」
で
あ
る
。
契
約
内
容
は
川
上
村
川
原

河
堰
よ
り
船
着
村
船
津
ま
で
の
日
高
川
筋
沿
岸
に
漂
着
し
て
い
る
材
木
尺
〆
三
二
〇
〇
本
を
船
津
ま
で
管
流
に
よ
っ
て
運
び
へ
船
津
で
鋭

敏
筏
に
し
て
御
坊
ま
で
流
送
引
き
渡
す
も
の
で
あ
る
。
真
金
は
尺
〆
一
本
に
つ
き
五
六
銭
で
、
総
額
1
七
九
二
円
の
事
業
で
あ
る
。
賃
金
は

五
回
の
分
割
払
い
で
'
管
流
着
手
時
に
二
五
〇
円
へ
下
田
原
木
尻
ま
で
流
送
終
了
時
に
三
五
〇
円
へ
船
津
ま
で
流
送
終
了
時
に
四
〇
〇
円
へ

御
坊
浜
ま
で
筏
抱
下
時
に
六
〇
〇
円
へ
材
木
を
土
場
に
揚
げ
へ
寸
検
済
み
の
時
残
額
支
払
い
と
な
っ
て
い
る
。
運
材
期
限
は
'
船
津
ま
で

を
契
約
日
か
ら
一
八
日
間
へ
筏
鼠
立
の
期
限
を
五
日
間
、
御
坊
着
終
了
ま
で
六
日
間
と
し
て
い
る
。
干
水
の
た
め
井
堰
の
通
過
が
む
つ
か
し

く
へ
安
全
な
場
所
へ
繋
留
す
る
時
は
期
日
を
延
期
す
る
こ
と
が
あ
る
。
漂
着
材
引
き
込
み
の
時
は
一
本
ず
つ
そ
の
材
の
伐
判
あ
る
い
は
刻

印
を
確
認
し
'
明
細
に
記
帳
し
な
-
て
は
な
ら
な
い
。
流
送
中
出
水
に
よ
っ
て
流
木
と
な
っ
た
場
合
'
船
津
よ
り
下
流
で
の
流
木
の
拾
得

料
は
木
主
が
支
払
い
、
そ
の
他
の
流
木
引
き
込
み
や
筏
乗
下
の
費
用
は
す
べ
て
請
負
人
の
負
担
と
な
る
。
筏
抱
立
の
場
合
の
道
具
(
軌
へ
綱

な
ど
)
は
木
主
が
有
料
で
貸
与
す
る
。
管
流
中
大
出
水
が
あ
っ
て
'
前
記
区
域
よ
り
上
流
か
ら
材
木
が
流
下
L
t
管
流
中
の
材
木
と
混
同

し
て
区
別
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
へ
　
こ
の
契
約
は
破
棄
さ
れ
'
請
負
人
が
要
し
た
実
費
は
木
主
よ
り
支
払
わ
れ
る
が
'
請
負
人
の
日
当
は

支
払
わ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に
備
え
て
木
主
は
管
流
中
監
督
人
を
出
し
'
涜
送
費
用
を
監
査
さ
せ
る
。
ま
た
へ
木
主
と
仕
出
人
双

方
が
適
当
と
認
め
る
監
督
人
の
処
置
命
令
に
つ
い
て
は
、
仕
出
人
は
服
従
せ
ね
ば
な
ら
な
い
.
木
主
は
仕
出
人
が
契
約
に
違
反
し
た
場
合
へ

管
涜
中
で
も
こ
の
契
約
を
破
棄
し
他
の
仕
出
人
に
請
負
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
.
こ
の
「
契
約
」
で
は
'
事
業
規
模
が
小
さ
-
'
搬
出
作

業
も
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
'
流
送
に
お
け
る
人
夫
の
人
数
も
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
へ
契
約
保
証
金
も
な
い
。



以
上
へ
材
木
運
送
に
関
す
る
四
つ
の
契
約
例
を
み
て
き
た
o
　
第
1
と
第
二
の
例
は
搬
出
の
み
の
契
約
で
あ
る
O
　
旦
前
郡
の
も
っ
と
も

奥
山
で
あ
る
竜
神
か
ら
の
伐
木
の
搬
出
で
あ
り
'
さ
ら
に
そ
の
本
数
も
莫
大
な
も
の
で
大
規
模
な
搬
出
番
業
と
な
っ
て
い
る
。
l
〇
〇
人

に
も
及
ぶ
鼓
出
人
夫
を
二
か
月
な
い
し
八
か
月
使
用
し
て
お
り
へ
仕
出
人
は
か
な
-
の
事
業
手
腕
を
要
求
さ
れ
る
o
第
三
例
・
>
!
'
描
出

と
流
送
を
請
負
っ
た
契
約
へ
第
四
例
は
流
送
の
み
の
契
約
で
あ
る
が
'
い
ず
れ
も
前
の
二
例
よ
り
も
や
や
事
業
規
模
が
小
さ
い
。
伐
木
現

場
か
ら
川
口
ま
で
の
距
離
に
も
よ
る
が
、
運
材
過
程
で
は
搬
出
作
業
に
も
っ
と
も
日
数
へ
費
用
が
か
か
る
.
第
四
例
で
は
筏
を
鼠
む
船
着

ま
で
の
川
狩
(
管
流
)
に
日
数
が
か
か
っ
て
い
る
。

こ
の
四
例
の
運
伐
契
約
の
特
教
は
'
木
主
の
圧
倒
的
優
位
性
に
あ
る
。
木
主
は
運
材
過
程
で
監
督
人
を
派
遣
し
て
指
揮
へ
監
督
さ
せ
て

い
る
が
'
運
材
に
お
け
る
す
べ
て
の
責
任
は
仕
出
人
に
あ
る
。
運
材
事
業
は
出
水
に
よ
る
流
木
へ
災
害
や
人
夫
の
作
業
上
の
事
故
な
ど
の

危
険
性
を
持
っ
て
お
り
'
仕
出
人
に
と
っ
て
は
か
な
ら
ず
L
も
安
全
確
実
な
事
業
で
は
な
い
。
一
方
,
木
主
は
運
材
を
請
負
に
し
,
さ
ら

に
契
約
操
証
金
を
得
る
こ
と
に
よ
っ
て
比
較
的
安
全
な
事
業
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
.
一
般
的
に
木
主
の
圧
倒
的
擾
位
性
に
よ
る
契
約
が

成
立
す
る
の
は
'
木
主
=
材
木
問
屋
が
仕
出
人
に
搬
出
・
流
送
の
事
業
費
生
別
貸
し
す
る
こ
と
に
よ
る
。

四
　
塩
路
家
の
問
屋
経
営
と
資
本
の
蓄
積

塩
路
家
の
事
業
は
'
材
木
問
屋
へ
肥
料
商
へ
金
融
業
に
分
け
ら
れ
る
。
明
治
二
〇
年
代
に
は
肥
料
商
が
塩
賂
家
の
主
要
な
事
業
だ
っ
た

と
推
定
さ
れ
る
が
'
日
清
戦
争
を
契
機
に
材
木
業
が
主
に
な
っ
て
い
っ
た
。
塩
路
家
の
事
業
を
概
観
す
る
た
め
に
第
七
表
を
み
た
い
。
塩

路
家
の
山
元
で
の
立
木
の
購
入
は
'
山
元
の
多
-
の
素
材
業
者
を
通
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
,
彼
ら
素
材
業
者
の
立
木
購
入
資
金
の
多

く
は
塩
路
家
か
ら
貸
し
付
け
ら
れ
た
。
真
上
の
「
山
方
仕
入
金
」
は
彼
ら
へ
の
貸
付
残
高
で
あ
る
。
表
に
示
し
え
な
い
が
,
完
〇
二

午
(
明
治
三
五
)
の
「
山
方
仕
入
金
」
は
≡
件
の
貸
付
合
計
で
あ
る
。
「
売
掛
金
」
は
材
木
坂
引
に
よ
る
売
掛
残
高
で
あ
る
.
こ
れ
も

450
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第7表　塩路家貸方資産

表
に
示
し
え
な
い
が
「
売
掛
金
」
の
内
訳
か
ら
材
木
の
流
通
を
み

る
と
'
ほ
ぼ
九
割
が
阪
神
方
面
へ
の
送
材
聴
引
の
売
掛
け
で
'
一

割
が
地
元
販
売
の
売
り
掛
け
で
あ
る
。
「
貸
付
金
」
は
い
わ
ゆ
る

金
融
業
に
お
け
る
貸
付
残
高
で
あ
る
。
材
木
問
屋
が
隆
盛
に
む
か

ぅ
一
九
〇
七
年
(
明
治
四
〇
)
以
降
へ
金
融
業
の
規
模
も
拡
大
し
'

塩
路
家
の
事
業
の
中
で
は
無
視
し
え
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

「
滞
貸
金
」
は
貸
付
金
へ
売
掛
金
の
滞
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
も
裏
に
示
し
て
な
い
が
、
一
九
〇
二
年
(
明
治
三
五
)
で

「
滞
貨
金
」
の
内
訳
を
み
る
と
'
山
方
仕
入
金
嚢
が
二
八
〇
五
円
へ

金
融
業
の
貸
金
が
四
　
n
i
s
i
円
、
肥
料
売
掛
残
金
二
三
七
三
円
と

な
っ
て
い
る
。
肥
料
商
は
一
九
〇
〇
年
(
明
治
三
三
)
以
降
合
名

会
社
に
よ
る
共
同
経
営
に
な
る
か
ら
、
こ
れ
は
同
年
以
前
の
坂
引

滞
貨
金
で
あ
る
。
さ
て
'
そ
れ
で
は
材
木
問
屋
の
経
営
を
中
心
に

み
て
み
た
い
。

「
山
方
仕
入
金
」
を
年
次
に
み
る
と
'
一
九
〇
七
年
(
明
治
四

〇
)
か
ら
急
激
に
増
加
し
て
い
る
。
一
九
〇
五
・
〇
六
年
が
欠
落

し
て
い
る
が
'
す
で
に
第
二
表
で
も
み
た
よ
う
に
'
日
露
戦
争
を

契
機
に
1
九
〇
五
年
(
明
治
三
八
)
以
降
の
材
木
価
格
は
徐
々
に
上

昇
し
て
お
り
へ
　
旦
南
郡
全
体
の
材
木
生
産
高
も
t
九
〇
五
年
(
明

・151



第8蓑　塩路家借入金

19 13 ( 〝 2 ) 17 ,2 00 4 ,000 18 ,0 00

2 8 ,5 00

12 .00 0 = 井銀行 5 1 ,20 0

19 14 C 〝 3 )

1 9 15 C 〝 4 )

17 ,57 8

7 ,63 8

3 7 ,65 0 ? 5 5, 22 8

3 6, 13 8

1 91 8C 〝 7 ) l 10 9 ,00 0 第一先 行 10 9, 000

1 91 9C 〟 8 ) 2 9, 53 1 〝 曾 高射 2 9,5 3 1

備考1 ①1919年(大正8)日高製材所からの借入金は5,060円の預り金である.
2　「資産負庶麦」 ・ 「資産年計裏」による。

治
三
八
)
　
か
ら
急
増
し
'
1
九
〇
八
年
(
明
治
四
一
)
　
に
は
1
九

〇
五
年
の
四
倍
ち
か
い
生
産
高
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
需

要
・
供
給
の
増
大
の
中
で
も
　
塩
路
家
の
材
木
購
入
も
活
発
化
し
'

そ
の
結
果
山
方
仕
入
金
貸
付
残
高
も
飛
躍
的
に
増
大
し
て
い
っ
た
o

L
か
L
t
 
T
九
〇
二
年
(
明
治
三
五
)
か
ら
一
九
〇
四
年
(
明
治

三
七
)
ま
で
の
塩
路
家
の
経
営
は
苦
し
く
'
不
況
の
中
で
借
入
金

に
た
よ
っ
て
い
る
。
「
山
方
仕
入
金
」
・
「
売
掛
金
」
・
「
貸
付
金
」

の
い
ず
れ
も
1
九
〇
四
年
ま
で
は
急
激
な
減
少
傾
向
に
あ
る
。
第

八
表
「
塩
路
家
借
入
金
」
と
第
七
表
「
塩
路
家
貸
方
資
産
」
を
較

べ
て
み
る
と
'
一
九
〇
二
年
(
明
治
三
五
)
か
ら
1
九
〇
E
l
年
(
明

治
三
七
)
ま
で
の
三
年
間
で
は
借
入
金
総
計
が
貸
方
資
産
総
計
よ

り
も
多
-
'
一
九
〇
四
年
に
ル
・
!
倍
ち
か
-
に
蝣
f
-
f
っ
て
い
る
(
'
借
入

金
が
増
加
し
て
も
そ
れ
よ
り
大
き
い
貸
方
資
産
や
動
産
が
あ
れ
ば
'

む
し
ろ
経
営
の
拡
大
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
'
第
九
裏
の
動
産
・

不
動
産
(
土
地
を
除
-
)
の
1
九
〇
二
年
か
ら
1
九
〇
四
年
ま
で

を
み
て
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
い
も
の
で
は
な
い
0
　
1
九
〇
三
年
へ
一

九
〇
四
年
は
、
貸
方
資
産
総
計
と
動
産
・
不
動
産
(
土
地
を
除
-
)

の
合
計
よ
り
も
借
入
金
の
総
計
が
大
き
い
。
塩
路
家
の
こ
の
時
期
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の
経
営
の
不
振
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
.
塩
路
家
は
こ
の
時
期
、
山
林
資
産
と
の
ち
に
示
す
田
畑
資
産
に
よ
っ
て
よ
う
や
-
信
用
を
保
っ

て
い
た
の
で
あ
る
0
　
1
九
〇
二
年
(
明
治
三
五
)
と
い
え
ば
美
山
村
川
上
に
山
林
一
二
五
町
歩
を
購
入
し
'
そ
れ
以
前
に
購
入
し
た
五
四

町
歩
と
と
も
に
植
林
の
途
中
で
あ
り
へ
　
こ
の
資
本
投
下
の
時
期
に
材
木
問
星
業
の
不
振
で
苦
し
い
経
営
を
蛍
い
ら
れ
た
o
 
L
か
し
へ
一
九

〇
四
年
ま
で
を
ど
う
に
か
耐
え
ぬ
い
た
塩
路
家
は
t
 
t
九
〇
五
年
以
降
の
材
木
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
再
び
活
況
を
呈
L
t
問
星
業
の
規
模
ち

拡
大
し
て
い
-
.
1
九
〇
一
年
に
は
貸
方
資
産
総
計
が
借
入
金
総
計
よ
り
多
-
な
り
'
そ
の
後
も
借
入
金
総
計
は
減
少
し
て
い
き
'
一
方

の
貸
方
資
産
総
計
は
増
大
す
る
。
1
九
1
八
年
(
大
正
七
)
貸
方
資
産
総
計
は
1
九
〇
四
年
(
明
治
三
七
)
の
四
倍
に
な
っ
て
い
る
。

「
借
入
金
」
　
の
う
ち
へ
　
「
地
方
坂
引
借
」
は
地
元
山
林
地
主
を
中
心
に
材
木
の
坂
り
引
き
関
係
に
あ
る
者
か
ら
の
借
入
金
で
あ
る
が
へ
　
そ

の
件
数
は
年
間
五
件
か
ら
五
〇
件
に
お
よ
ぶ
。
山
方
仕
入
金
の
借
用
あ
る
い
は
材
木
を
購
入
し
な
が
ら
未
払
い
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
主

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
借
入
先
の
う
ち
、
地
元
有
力
山
林
地
主
か
ら
の
借
入
金
で
は
五
〇
〇
〇
円
を
こ
え
る
著
も
い
る
が
'
一
方
で
は

t
〇
〇
円
に
満
た
な
い
者
も
い
る
。
材
木
需
要
の
急
増
し
て
い
っ
た
一
九
〇
七
年
か
ら
「
地
方
坂
引
借
」
も
多
く
な
り
、
そ
の
比
率
も
高

く
な
っ
た
.
「
地
方
聴
引
借
」
　
の
借
入
金
総
計
に
占
め
る
率
は
t
 
I
九
〇
七
年
六
六
%
へ
　
1
九
〇
八
年
七
五
%
へ
　
1
九
〇
九
年
七
八
%
と

こ
の
三
年
間
は
特
に
高
い
。
材
木
需
要
の
急
増
で
材
木
購
入
資
金
が
お
い
つ
か
ず
未
払
い
に
な
っ
た
も
の
が
多
い
と
推
定
さ
れ
る
。
総
じ

て
塩
路
家
の
問
星
事
業
の
規
模
か
ら
み
て
'
借
入
金
へ
の
依
存
率
は
高
い
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
立
木
の
購
入
資
金
は
そ
の
ほ
と
ん

ど
を
借
入
金
に
た
よ
っ
て
い
る
.
特
に
一
九
〇
四
年
ま
で
は
す
べ
て
の
運
転
資
金
は
借
入
金
に
た
よ
っ
て
い
た
。

明
治
四
〇
年
代
に
入
っ
て
材
木
問
星
と
し
て
の
利
益
が
増
大
す
る
中
で
'
さ
ら
に
山
林
を
購
入
し
っ
つ
'
一
方
で
は
株
式
の
購
入
も
帯

極
的
に
行
っ
て
い
っ
た
O
第
九
表
「
塩
路
家
の
主
な
動
産
と
不
動
産
」
　
の
う
ち
へ
株
式
の
所
有
評
価
額
を
み
る
と
'
一
九
〇
七
年
(
明
治

四
〇
)
か
ら
急
激
に
増
大
し
て
い
る
o
 
t
九
〇
八
年
に
は
前
年
の
五
倍
以
上
へ
　
1
九
1
0
年
に
は
前
年
の
三
倍
半
へ
　
1
九
一
八
年
(
大
正

七
)
　
に
は
一
九
一
五
年
の
六
倍
の
株
式
所
有
評
価
額
で
あ
る
。
t
九
一
八
年
(
大
正
七
)
　
の
株
式
所
有
評
価
額
は
約
三
七
万
円
と
な
り
へ
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同
年
の
貸
方
資
産
総
計
や
動
産
へ
あ
る
い
は
田
畑
・
山
林
な
ど
の
不
動
産
よ
り
も
大
き
な
資
産
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
資
産
総
額
か
ら

借
入
金
を
引
い
た
純
資
産
の
四
九
%
に
あ
た
る
。
塩
路
家
に
と
っ
て
株
式
は
も
っ
と
も
大
き
な
資
産
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
〇
表
は

1
九
一
八
年
(
大
正
七
)
の
株
式
所
有
評
価
額
の
内
訳
を
み
た
も
の
で
あ
る
o
南
海
鉄
道
の
株
式
が
圧
倒
的
に
多
く
、
全
株
式
総
額
の
半

額
を
占
め
て
い
る
。
南
海
鉄
道
の
株
式
竺
九
二
I
4
H
-
(
大
正
元
)
に
は
じ
め
て
一
万
三
三
二
円
を
購
入
し
,
一
九
7
五
年
に
は
二
万
六

一
四
〇
円
と
な
り
へ
　
1
九
1
八
年
に
は
一
挙
に
1
八
万
五
八
五
〇
円
を
所
有
す
る
に
い
た
っ
た
。
地
元
産
業
で
は
、
日
出
紡
織
の
株
式
を

二
万
八
〇
八
〇
円
所
有
し
'
こ
れ
が
三
番
目
に
多
い
株
式
で
あ
る
。
そ
の
外
の
地
元
株
式
と
し
て
、
日
高
川
水
力
電
気
'
日
高
運
送
,
四

三
銀
行
へ
旦
商
銀
行
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
。
山
林
と
株
式
聴
得
の
状
況
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
'
塩
路
家
は
日
清
戦
争
,
日
露
戦
争
へ

19　大山林地主の成立とその形態

第10表1918年(大正7)塩路家所有株
式内訳

円
185, 850

73, 300

28, 080

27, 870

26, 608

7, 800

7, 482

5, 350

4 300

3, 996

480

475

南　海　鉄　道

日　本　銀　行

日　出　紡　漬

大　日本麦酒

尼ケ崎訪凍

日高川水力電気

日高運送会社

大阪電燈会社

四　三　銀　行

南海酵酸会社

日本貯蓄銀行

日　高　銀　行

備考　「資産年計表」による。

第11表　塩路家田畑所有

年 次 田畑評価額 田畑面横合計

1902C明治35)
円

13,507

1903C 〝 36) 13,032

1904C 〝 37) 9 ,872

歩

o

 

o

 

o

1

1

1

畝
i
r
S
 
i
n
 
i
n

反
i
-
H
　
1
-
H
 
t
>
-
 
'

町
蝣
*
　
n
<
　
i
r
f

10. 382

12, 459

17, 259

1907C　〝　40)

1908C　〝　41)

1909C　〝　42)

0

　

4

1

　

2

5

.

0

o
d
 
c
-
i

t
-
 
'
o
o

23, 590

28, 728

36, 020

1910C　〝　43)

1911C　〝　44)

1912C大正元)

10.5. 3. 27

10. 8. 7. 02

10.7.4.12

56, 610

58, 659

60, 785

1913C　〝　2)

1914C　〝　3)

1915C　〝　4)

12. 8. 5. 21

15. 7. 8. 08

70, 074

99, 262

1918C　〝　7)

1919C　〟　8)

備考　1　田畑は1895年(明治28)15町歩あり,
年々売却, 1909年から逆にふえっづけ
1921年(大正10)には20町歩になる。
2　「資産負硬姦」.「資産年計麦」による。
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第12表　塩路家の絵資産

:lご　　　　∴　引　-・海.vs.す¥irxN':日家出¥r　こ-I "f蝣'蝣:年　　次　F　資産捻計

1902C明治35)

19O3C o　36)

1904C 〝　37)

1907C " 40)

1908C 〝　41)

1909C　〝　42)

備考　「資産負庶衷」 ・ 「資産年計表」による。

第
1
次
世
界
大
戦
を
契
機
に
し
た
三
度
に
わ
た
る
材
木
ブ
ー
ム
に

ょ
っ
て
美
大
な
利
益
を
得
た
の
で
あ
る
。

さ
て
'
第
二
表
に
不
動
産
の
う
ち
所
有
田
畑
の
評
価
債
と
そ

の
面
積
を
年
次
に
示
し
た
o
塩
路
家
の
田
畑
所
有
面
積
に
つ
い
て

は
へ
　
『
読
旦
局
郡
誌
』
上
巻
に
「
土
地
台
帳
」
　
に
基
づ
い
て
1
八

八
七
年
(
明
治
二
〇
)
か
ら
t
九
二
八
年
(
昭
和
三
)
ま
で
す
べ
て
の

年
次
に
つ
い
て
表
記
し
て
あ
る
0
第
一
一
表
と
若
干
異
な
る
が
増

減
の
債
向
は
同
じ
で
あ
る
。
『
続
旦
南
郡
誌
』
で
は
'
一
八
八
七

午
(
明
治
二
〇
)
に
約
一
二
町
歩
所
有
し
'
そ
の
後
少
し
ず
つ
ふ
え

っ
づ
け
て
1
八
九
五
年
に
は
約
一
五
町
歩
と
な
り
へ
　
そ
の
後
は
減

少
し
つ
づ
け
'
1
九
〇
六
年
に
は
約
四
町
七
反
と
も
っ
と
も
少
な

-
な
り
へ
　
そ
の
後
は
ま
た
増
加
し
っ
づ
け
'
一
九
二
一
年
(
大
正

一
〇
)
　
に
は
約
二
〇
町
歩
と
な
っ
て
い
る
.
明
治
三
〇
年
代
後
半

の
所
有
田
畑
の
減
少
は
塩
路
家
の
問
屋
経
営
の
不
振
と
相
応
す
る

も
の
で
あ
る
o
明
治
四
〇
年
代
に
な
っ
て
再
び
田
畑
を
集
積
し
て

い
っ
た
の
は
'
余
裕
金
の
単
な
る
土
地
へ
の
投
資
で
は
な
い
。
彦

七
の
あ
と
問
屋
業
を
継
い
だ
淳
之
助
は
'
材
木
の
伐
り
出
し
を
仕

出
人
の
請
負
制
か
ら
直
営
事
業
に
し
た
。
そ
の
た
め
多
く
の
搬
出
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19　大山林地主の成立とその形憩

人
夫
を
直
接
使
用
す
る
よ
う
に
な
り
'
彼
ら
に
1
日
1
人
米
七
合
を
現
物
支
給
せ
わ
は
な
ら
ず
'
大
量
の
米
を
消
費
す
る
よ
う
に
な
っ
て

耕
地
の
集
積
を
再
び
お
こ
な
っ
て
い
っ
た
。
ち
な
み
に
搬
出
夫
が
年
間
二
〇
〇
日
働
く
と
し
て
'
一
〇
〇
人
の
搬
出
夫
を
使
用
す
る
と
'

年
1
四
〇
石
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
は
小
作
料
反
当
た
り
i
石
と
し
て
l
四
町
歩
の
田
地
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
0

第
二
一
表
は
塩
路
家
の
総
資
産
を
み
た
も
の
で
あ
る
.
表
に
海
瀬
家
出
資
へ
中
川
家
出
資
と
あ
る
の
は
'
共
有
山
林
の
植
林
出
資
か
立

木
の
共
同
購
入
と
お
も
わ
れ
る
O
海
瀬
家
は
有
田
郡
に
お
け
る
1
万
町
歩
の
山
林
所
有
者
で
あ
る
。
中
川
家
は
t
族
の
中
川
勝
平
家
で
'

川
上
の
山
林
は
最
初
こ
の
中
川
家
と
共
有
し
て
お
り
へ
　
1
九
1
五
年
(
大
正
四
)
に
塩
路
家
が
中
川
家
共
有
分
を
も
買
収
し
た
こ
と
は
前
述

し
た
O
さ
て
'
純
資
産
を
み
る
と
t
九
〇
三
年
(
明
治
三
六
)
に
は
急
減
し
七
〇
〇
〇
円
に
満
た
な
い
.
こ
の
年
の
田
畑
へ
山
林
の
不
動

産
評
価
給
餌
が
二
万
一
〇
〇
〇
円
も
あ
り
な
が
ら
純
資
産
が
七
〇
〇
〇
円
に
満
た
な
い
の
は
'
不
動
産
の
多
-
は
近
当
に
入
っ
て
い
る
状

態
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
1
九
〇
四
年
(
明
治
三
七
)
の
純
資
産
は
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
.
こ
れ
は
貸
方
資
産
・
動
産
・
不
動

産
の
評
価
絵
額
よ
り
も
借
入
金
の
方
が
多
い
こ
と
を
示
す
。
こ
の
年
へ
塩
路
家
の
問
屋
経
営
は
も
っ
と
も
危
機
に
陥
っ
た
.
し
か
し
日
露

戦
争
を
契
幾
に
再
び
隆
盛
に
む
か
い
へ
　
1
九
〇
七
年
(
明
治
四
〇
)
　
に
は
純
資
産
を
い
っ
き
よ
に
四
万
円
代
に
の
せ
'
以
後
1
九
1
三
年

(
大
正
二
)
ま
で
は
毎
年
二
万
円
か
ら
五
万
円
ず
つ
純
資
産
を
ふ
や
し
て
い
る
o
さ
ら
に
第
一
次
大
戦
を
契
故
に
し
て
-
九
t
五
年
(
大

正
四
)
か
ら
一
九
1
八
年
(
大
正
七
)
　
の
間
に
純
資
産
は
二
七
万
円
か
ら
七
六
万
へ
と
四
九
万
円
の
飛
躍
的
増
大
を
示
し
た
o
　
こ
の
莫
大

な
利
潤
の
多
く
は
株
式
へ
投
資
さ
れ
た
が
へ
一
九
一
九
年
(
大
正
八
)
に
は
竜
神
村
殿
垣
内
小
口
竺
1
0
0
町
歩
の
山
林
を
購
入
し
た
O

こ
う
し
て
塩
路
家
は
一
九
一
九
年
へ
今
日
の
七
三
〇
町
歩
の
大
山
林
地
主
=
林
業
家
と
し
て
の
基
盤
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
。

(
1
)
　
阿
部
正
昭
著
『
大
山
林
地
主
の
成
立
』
は
大
山
林
地
主
の
成
立
過
程
を
実
証
的
に
研
究
し
た
数
少
な
い
著
書
で
あ
る
。
笠
井
恭
悦
著
『
林
野
制

・
'
:
・
'
r
-
.
,
ォ
ー
"
:
=
'
・
;
(
>
=
t
:
&
*
z
.
二
・
J
I
こ
、
山
祥
雲
÷
蝣
'
-
-
Z
'
間
　
こ
り
隅
!
・
蝣
蝣
:
蝣
-
<
-
蝣
蝣
∴
i
-
S
.
'
e
'
-
v
.
'
i
j
y
∴
一
蝣
"
.
・
i
・
蝣
m
-
:
V
l
:
2
‥
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明
善
』
全
三
巻
は
資
料
篇
を
含
め
近
代
山
林
地
主
の
研
究
の
好
事
で
あ
る
。

(
2
)
　
萩
野
敏
姓
「
戦
前
期
に
お
け
る
新
宮
材
経
済
史
」
　
(
徳
川
林
政
史
研
究
所
『
研
究
紀
要
』
1
九
七
五
年
度
)
は
新
宮
木
材
史
に
く
わ
し
い
。

清彦丁'-rr.'.'V-ii;:√　、.*?.:??構?<・!!　　托済.芋-!/.州ili-V、n-.--,.|;!・=-'.・r.ユ:.!&l<:>y:VVr-.<一

(
4
)
　
北
川
泉
編
著
『
日
本
林
業
成
熟
化
の
道
』
は
日
高
林
業
に
つ
い
て
の
本
格
的
研
究
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
唯
1
の
も
の
で
あ
る
。
特
に
青
木

純
善
氏
の
論
文
は
参
照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

(
5
)
　
谷
口
恒
一
『
紀
州
旦
南
地
方
に
お
け
る
地
主
制
資
料
』
。

(
6
)
　
塩
路
良
1
家
所
蔵
文
書
。
以
下
こ
と
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
塩
路
家
の
文
書
で
あ
る
0

(
7
)
　
藤
田
貞
1
郎
『
近
世
経
済
思
想
の
研
究
』
。

(
8
)
　
旦
局
郡
町
村
会
晶
『
続
旦
局
郡
誌
』
o

(
9
)
　
同
右
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
作
成
に
あ
た
り
へ
山
林
地
主
塩
路
永
二
氏
、
林
業
経
営
に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
る
塩
路
株
式
会
社
社
長
塩
路
良
一
氏
に
は
資
料
の
提
供
、

山
林
へ
の
案
内
等
多
大
の
御
好
意
を
得
た
o
　
ま
た
、
広
島
大
学
有
元
正
雄
先
生
に
は
成
稿
後
へ
　
原
稿
に
日
を
通
し
て
い
た
だ
い
て
種
々
御
教
示
を
い

た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
し
た
い
。
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